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研究成果の概要（和文）：本研究は、多くの水圏生物が有する回帰・固執行動に着目して、沿岸性魚類の回帰・固執行
動“いつ”“どこで”“何をしているか”を個体レベルおよび群れレベルでモニタリングした。まずは群れ、個体群の
各個体を高精度に位置を同時に測位できる広帯域超音波受信テレメトリー技術を開発・確立した。そして様々な沿岸性
魚類の回帰・固執行動をモニタリングした結果、群れの形状や大きさ、他個体との相互作用、生息地への群れレベルで
の回帰・固執行動などの群れ行動を把握することに成功した。

研究成果の概要（英文）：Some aquatic animals have site-fidelity and homing ability to their habitats and 
spawning sites. In this study, we have monitored site-fidelity and homing behaviours in coastal fishes at 
the levels of individuals and a fish school. The wideband-frequency ultrasonic telemetry system has been 
developed for monitoring schooling behaviour. The telemetry system can locate a lot of individuals at the 
same time. Our results demonstrated forms and volume of a school, interaction behaviour, and school 
homing/site-fidelity to their habitat in several coastal fish species.

研究分野： 魚類行動学

キーワード： バイオロギング　バイオテレメトリー　高精度測位　群れ　行動学
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１． 研究開始当初の背景 
水圏生物を取り巻く様々な問題の中でも、

生息域や産卵場等への回帰および固執に関
する問題は、行動学から、内分泌学そして生
理生化学に至るまで幅広い学問分野から注
目を集めるテーマである。母川回帰を行うサ
ケ・マス類、母浜回帰を行うウミガメ類、そ
して産卵場回帰を行うマダラやカレイ類が
典型的な例として広く知られている。ある地
点への回帰および固執行動のメカニズムを
把握することは、基礎的知見の把握だけでな
く、栽培漁業における放流種苗の再捕率およ
び放流地点への定着を高める種苗性改善へ
の応用に繋がり、持続的な水産資源の維持・
管理に資する。 
 
２．研究の目的 
水圏生物の回帰・固執行動のメカニズム解

明を目指す。沿岸性魚類の回帰・固執行動“い
つ”“どこで”“何をしているか”を個体レベ
ルおよび群れレベルで明らかにする。 
 
３．研究の方法 
群れ、個体群の各個体を高精度に位置を同

時に測位できる広帯域超音波受信バイオテ
レメトリー技術を開発・確立する。具体的に
は、代表者が既に開発した高精度測位システ
ムを応用して、群れ、各個体に適用できるモ
ニタリング技術確立を目指した。 
 確立したモニタリング技術を用いて、沿岸
性魚類アカメバル、シロメバル、キジハタ、
ホシササノハベラ、クロマグロ稚魚などの回
帰・固執行動をモニタリングした。 
 
４．研究成果 
多くの個体を同時かつ高精度に位置を把

握できる広帯域超音波受信バイオテレメト
リーシステムを開発した。この技術を評価す
るために、複数の水域で実証実験をおこなっ
た。例えば、クロマグロ稚魚の群れ行動に適
用した。クロマグロの群れ行動を連続モニタ
リングした。その結果、複数のクロマグロ個
体の位置を同時に把握できることが明らか
になった。 
 アカメバル、シロメバル、キジハタ、ホシ
ササノハベラ、クロマグロ稚魚など様々な沿
岸性魚類の回帰・固執行動をモニタリングし
た結果、群れの形状や大きさ、他個体との相
互作用、生息地への群れレベルでの回帰・固
執行動などの群れ行動を把握することに成
功した。 
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